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Comment from 

切除法は必ずしも１つではありません

ので，各症例についての「回答」の後

に，その他の方法や補足等を解説して

います．

本書コメンテーター（五十音順）：

小田一郎／小野裕之／後藤田卓志

注1）本書中での「ITナイフ」の語句の表記につきまして

ITナイフには，本文中で解説されているようにITナイフ１とITナイフ２の２種類が

ありますが，本書中では，ITナイフ１＆２を総称している場合やどちらを使用して

もかまわない場合は「ITナイフ」と表記しています．

注2）実践編では各Case Studyにコメンテーターからの補足コメントがあります
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